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                               ２０１９年６⽉１８⽇ 

アドベンチャーワールド× 近畿⼤学⽣物理⼯学部  
「野⽣動物の保全」を学ぶアクティブ・ラーニング講義を開講 

パーク内実習や岩出図書館での成果発表を実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  アドベンチャーワールド（和歌⼭県⽩浜町）と近畿⼤学⽣物理⼯学部（和歌⼭県紀の川市）は、 
２０１９年６⽉２２⽇（⼟）「動物園で学ぶ⽣物多様性保全」と題したアクティブ・ラーニング 
プログラムの⼀環として、アドベンチャーワールドパーク内実習を⾏います。 
 また、７⽉１３⽇（⼟）には岩出市⽴岩出図書館（和歌⼭県岩出市）にて本講義で学んだ成果 
発表を⾏います。（⼀般来場者公開形式） 

 
1. 本件のポイント 
● アドベンチャーワールドと近畿⼤学が共同で、「動物園で学ぶ⽣物多様性保全」をテーマとした
  アクティブ・ラーニングプログラムを開講 
●実際の動物を観察するパーク内実習や環境教育の専⾨家による講義等を通じて、⽣命科学に携わる
 ものとして不可⽋な教養と倫理観を⾝につける 
● 岩出図書館での最終講義では、⼀般来場者も対象に動物・環境保全に関する考えを発表 

 
２．本件の内容 
 アドベンチャーワールドと近畿⼤学は、２０１７年３⽉に産学連携協定を締結し、これまでに、 
近畿⼤学⽣物理⼯学部・先端技術総合研究所にてバンドウイルカとキングペンギンの⼈⼯授精のため
の共同研究を開始するなど、研究分野で連携してきました。昨年からは、教育分野における取り組み
として、アドベンチャーワールドにおける飼育環境リソースを⽣かして、現地実習を取り⼊れた集中
講義（教養科⽬）を開始しました。 
 今回の講義では、⽣物多様性を担う野⽣動物種を保全する意義を学ぶ事前学習、飼育動物の観察や
当パークスタッフへのインタビューなどのパーク内実習を⾏います。そして、学⽣の皆様には野⽣動
物保全や環境教育に関する⾃らの考えをまとめていただき、岩出市⽴岩出図書館にて⼀般公開形式で
成果発表を⾏います。 
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３．開催概要 
  ⽇  時︓２０１９年６⽉２２⽇（⼟） 
       午前８時００分〜午後８時００分［アドベンチャーワールド］ 
       ２０１９年７⽉１３⽇（⼟） 
       午後１時３０分〜午後３時３０分［岩出図書館］ 
  場  所︓アドベンチャーワールド 
      （和歌⼭県⻄牟婁郡⽩浜町堅⽥２３９９番地、JR「⽩浜駅」から路線バス約１０分） 
       岩出市⽴岩出図書館 ⼤会議室 
      （和歌⼭県岩出市根来１４７２番地１、JR和歌⼭線「岩出駅」から⾞約１２分） 
  対  象︓⽣物理⼯学部の学⽣２３⼈ 
         7⽉１３⽇（⼟）のみ、⼀般来場者にも公開（定員７０名） 
  ※悪天候の場合、実施⽇や内容を変更する可能性がございます。 
 
 
４．講義について 
 全⽇程において、動物園教育・学習論の専⾨家である動物教材研究所pocket主宰の松本朱実⽒が
学習指導を担っています。多くの市⺠団体・⾏政・学校等と連携して、環境教育プログラムを開発・
実施してきたノウハウを⽣かし動物園をフィールドとしたアクティブ・ラーニングを学⽣と⽣物理⼯
学部遺伝⼦⼯学科教授 三⾕ 匡⽒とともに進めていきます。 
 ６⽉２２⽇（⼟）のアドベンチャーワールドで⾏われる実習では、飼育スタッフが飼育動物や 
動物園・⽔族館の役割等について解説します。学⽣ の皆様 は、⽣きた動物の⽣態観察、飼育動物や 
動物園・⽔族館の役割等についての学びを通し、深い社会観、⼈間観を養います。 
■動物教材研究所pocket WEBサイト https://www.zoopocket.com/ 
 
 
５．プログラム 
■６⽉８⽇（⼟）、６⽉１５⽇（⼟）、７⽉６⽇（⼟） 午前１０時３０分〜午後４時００分 
  ・「動物園の社会的役割」｢⽣物多様性保全」「環境教育」に関する講義・ディスカッション 
   ・調査対象とする動物のアドベンチャーワールドでの飼育状況や野⽣での⽣態、⽣息状況などの 
   事前調査、現地調査計画の⽴案 
  ・調査結果の取りまとめ、成果発表会の準備 
 
■６⽉２２⽇（⼟） 午前８時００分〜午後８時００分 
  ・動物の⾏動研究（数種の動物から興味ある種類を選択し、グループで観察・調査） 
  ・来園者調査 
   ・アドベンチャーワールドスタッフへのインタビュー 
■７⽉１３⽇（⼟）午後１時３０分〜午後３時３０分 
  ・岩出市⽴岩出図書館にて成果発表 
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６．アクティブ・ラーニングとは 
  教員による⼀⽅向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り⼊れた教
授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能⼒、教養、
知識、経験を含めた汎⽤的能⼒の育成を図る。発⾒学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が 
含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク等も有効な 
アクティブ・ラーニングの⽅法。（⽂部科学省「⽤語集」より抜粋） 
 
７．本資料の配布先 
 和歌⼭県政記者クラブ、和歌⼭県地⽅記者室、和歌⼭県政放送記者クラブ、⽥辺記者クラブ、 
 ⻄牟婁振興局、⽩浜町観光課、和歌⼭県庁観光振興課、⽩浜FMビーチステーション、 
 共同通信PRワイヤー 
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